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遠藤宏昭議長

令和８年度各種会計予算のあらまし
会　計　区　分 予算額

（千円）
対前年度比

（％）

一般会計 81,230,000 5.9

復旧復興分 274,136 ▲44.8

通常分 80,955,864 6.2

特別会計 35,039,511 1.2

水産物地方卸売市場事業 387,509 1.8

国民健康保険事業 15,732,513 ▲1.8

後期高齢者医療 2,840,293 19.0

介護保険事業 16,079,196 1.6

公営企業会計 19,735,422 ▲3.4

病院事業 6,172,163 ▲1.9

下水道事業 13,563,259 ▲4.1

合　　　　　計 136,004,933 3.2

歳　
入

　

市
税
は
、
対
前
年
度
比
０
・
４
％
増
の
１
９

６
・
６
億
円
、
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
比

２
・
５
％
増
の
１
９
２
・
７
億
円
、
国
庫
支
出

金
は
、
対
前
年
度
比
０
・
２
％
減
の
１
０
４
・

４
億
円
、
県
支
出
金
は
、
対
前
年
度
比
１
・
１

％
増
の
52
・
０
億
円
、
繰
入
金
は
、
対
前
年
度

比
１
・
５
％
減
の
80
・
１
億
円
、
市
債
は
、
対

前
年
度
比
76
・
１
％
増
の
57
・
７
億
円
で
す
。

歳　
出

　

義
務
的
経
費
は
、
職
員
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
数
の
削
減
や
人
員
配
置
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
減
額
、
自
立
支
援
給
付
費
、
私
立

認
可
保
育
所
等
運
営
費
、
借
換
分
元
金
の
増
加

等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
４
・
０
％
増
の
３
６

２
・
４
億
円
で
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
蛇
田
中
学
校
校
舎
改
修
事

業
費
が
減
少
す
る
も
の
の
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
費
、
前
谷
地
小
学
校
屋
内
運
動

場
改
築
事
業
費
、（
仮
称
）
桃
生
こ
ど
も
園
整

備
事
業
費
の
皆
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

40
・
６
％
増
の
62
・
４
億
円
で
す
。

令
和
８
年
度
予
算　

可
決

「
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
抑
制
」「
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
推
進
」

「
厳
選
し
た
事
業
の
推
進
」の
３
つ
の
方
針
を
掲
げ
た
予
算
編
成

一
般
会
計　
８
１
２
・
３
億
円

　

対
前
年
度
比　
５
・
９
％
増

�

45
・
１
億
円
増

総
会
計　
１
３
６
０
・
０
億
円

　

対
前
年
度
比　
３
・
２
％
増

�

42
・
４
億
円
増

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
令
和
６
年
度
決
算
の

経
常
収
支
比
率
が
３
年
ぶ
り
に
１
０
０
％
を
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
は
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化

が
常
態
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
歳
入
面
で
は
人

口
減
少
に
伴
い
、
市
税
や
地
方
交
付
税
の
増
加

は
見
込
め
ず
、
歳
出
面
で
は
社
会
保
障
経
費
や

公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
老
朽
化
対
策
経
費
の

増
額
の
ほ
か
、
人
件
費
の
上
昇
や
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度

の
当
初
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、「
財
政
基

盤
の
強
化
」
と
「
事
業
の
推
進
」
の
両
立
を
基

本
方
針
と
し
、「
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
抑

制
」、「
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
推
進
」、「
厳

選
し
た
事
業
の
推
進
」
の
３
つ
の
方
針
を
掲
げ

ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
一
般
財
源
の
削
減
目
標
額
を
提
示
し
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

対
前
年
度
比　
３
・
２
％
増

当
初
予
算　
総
額
１
３
６
０
億
円
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（
新
山
漁
港
防
波
堤
改
良
工
事
）

　
（
中
浦
橋
橋
梁
補
修
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
牡
鹿
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
・
換
気
設
備
改
修
工
事
）

　
（
前
谷
地
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
）

　
（
蛇
田
中
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
修
そ
の
他
工
事
）

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

人

事
　
（
同
意
・
異
議
が
な
い
）

・
副
市
長
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

→
渡
邉
伸
彦
氏
、
工
藤
均
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

→
大
和
千
恵
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

→
内
海
聡
氏
、
鈴
木
信
幸
氏
、
杉
山
喜
美
子
氏
、

　
　

佐
々
木
芳
美
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
が
な
い

委
員
会
提
出
議
案
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
案
　
（
原
案
可
決
）

・
12
番
佐
藤
雄
一
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
の
提
出
に
つ
い
て

　
２
月
10
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で

の
38
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
市

長
提
出
議
案
48
件
、
陳
情
１
件
、

委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
議
会
案

１
件
を
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
　

・
石
巻
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

予

算
　
（
原
案
可
決
）

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
予
算

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

予
算

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
予
算

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

そ
の
他
　
（
原
案
可
決
）

・
陳
情

　
（
視
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
上
の
補
助
用
品
の
入
手
に
係
る

公
的
支
援
に
関
す
る
要
望
書
）

・
石
巻
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
雄
勝
体
育
施
設
）

　
（
石
巻
市
上
釜
ふ
れ
あ
い
広
場
）

・
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　
（
魚
町
水
産
加
工
共
同
排
水
処
理
施
設
更
新（
そ
の
２
）工
事
）

条

例
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
債
権
管
理
条
例

・
石
巻
市
電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
事
業
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

・
石
巻
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
石
巻
市
桃
生
農
業
者
体
験
実
習
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
石
巻
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
牡
鹿
地
区
市
民
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
学
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
石
巻
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と

の
調
和
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
廃
棄
物
処
理
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
森
林
等
に
お
け
る
火
入
れ
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
道
路
占
用
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令和８年
第１回定例会

西條正昭副議長
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◆石巻市債権管理条例
　厳しい財政状況にある本市にとって、未収金の解消が喫緊の課題となっているとともに、行政サービスを利用
する市民間の受益と負担の公平確保にも支障が生じていることから、債権回収の一層の強化を図るほか、将来的
に回収が見込まれない債権について円滑な放棄を可能にすることにより、債権管理事務の効率化を図るため、本
条例を制定するもの。
◆石巻市行政手続条例の一部を改正する条例
　デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律
の公布に伴い、行政手続法が改正されたことを踏まえ、本条例の聴聞の通知に係る公示方法の見直しを行うとと
もに、併せて文言整理等の所要の改正を行うため、本条例の一部を改正するもの。
◆石巻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」が令和６年６月に公布され、国民健康保険税において、保
険税と合わせて被保険者から「子ども・子育て支援金」を徴収し、保険者は支援納付金として国に納付する義務
を負うことが定められたことに伴い、本条例の一部を改正するもの。
◆石巻市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例の一部を改正する条例
　系統用蓄電池を設置する事業について、騒音、景観、安全性などに関する周辺住民への安全性が危惧されるこ
とから、事業者の責務や事業の抑制区域等を定め、事業着手前の住民説明会の開催や市との協議、事業完了後の
発電設備の撤去、原状回復等を義務化するため、本条例の一部を改正するもの。

可決した補正予算から

◆総務費では
・民間事業者が運航する離島航路の維持および経営
支援補助金の確定による増額� １億６,５１４万円
◆民生費では
・本市の国支給分に係る「物価高対応子育て応援手
　当」の対象となった子育て世帯に対し、子ども１
人当たり１万円を支給する本市独自の「物価高対
応子育て応援手当」の支給に要する経費
� １億６,８５０万円

◆農林水産業費では
・県が実施する水産物供給基盤機能保全事業等に係
る国の第１次補正予算に伴う負担金の増額
� ４,８７５万円
◆商工費では
・不足が見込まれる保証料補給金の増額および金額
確定による損失補償金の増額� ２,３３０万円
◆土木費では
・国の第１次補正予算に伴う避難路整備事業費の予
算措置� ２億１,１００万円

第１回定例会で可決した議案の中から主な内容を紹介します

可決した条例から

　令和７年度石巻市一般会計補正予算（第７号）は、国の第１次補正予算に基づき内示のあった「社会資本整備総
合交付金事業」や、「災害公営住宅家賃対策事業」などを措置したほか、各種事業の執行見込みに基づく事業費の
予算整理及び各種特別会計への繰出金や国県補助金等の確定に伴う予算整理を併せて行ったもの。（４５億６６４
万６千円の増額）
　令和８年度石巻市一般会計補正予算（第１号）は、政府の「『強い経済』を実現する総合経済対策」に基づき、
物価高騰の影響を受けている子育て世帯や水産加工業者への支援に要する経費を措置したもの。（２億１，３５２
万円の増額）
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債
権
の
一
元
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

現
在
の
納
税
課
を
収
納
推
進
課
に

名
称
変
更
し
、
生
活
再
建
支
援
室
が

所
管
し
て
い
る
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
の
徴

収
業
務
を
収
納
推
進
課
に
集
約
し
、
訴
訟
手

続
き
等
の
専
門
的
な
知
識
等
を
蓄
積
し
て
い

く
こ
と
で
、
今
後
、
各
課
が
管
理
し
て
い
る

債
権
に
つ
い
て
、
段
階
的
に
一
元
管
理
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
庁
議
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
会
議
に
よ
り
総
合
支
所

長
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
や
、
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
を
段
階
的
に
進
め
て
い

く
計
画
で
あ
る
。

　
　
　
　
結
婚
に
つ
な
が
る
よ
う
な
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

年
々
婚
姻
数
は
減
少
し
て
お
り
、

本
市
の
恋
活
、
婚
活
事
業
も
開
催
団

体
、
参
加
者
と
も
に
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
同
窓
会
へ
の
補
助
金
や
若
い

方
々
が
集
ま
る
場
へ
の
支
援
な
ど
、
結
婚
し

た
い
方
に
し
っ
か
り
支
援
が
届
く
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
震
災
遺
構
レ
ー
ザ
ー
計
測
業
務
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

震
災
遺
構
大
川
小
学
校
で
は
、
タ

イ
ル
壁
面
の
剥
離
な
ど
、
劣
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
レ
ー

ザ
ー
計
測
に
よ
り
、
目
視
で
は
確
認
が
難
し

い
傾
き
や
剥
離
状
況
な
ど
を
把
握
し
、
施
設

の
破
損
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
業
務
で
あ
る
。

　
　
　
　
石
巻
斎
場
空
調
設
備
改
修
工
事
費

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

空
調
設
備
は
設
置
か
ら
35
年
経
過

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
１
つ
の
空
調

で
全
館
の
冷
暖
房
を
担 

っ 

て 

い 

た
が
、
ト
ラ
ブ

ル
も
多
く
、
故
障
の
際
に
全
て
の
部
屋
の
冷
暖

房
が
停
止
す
る
危
険
性
を
踏
ま
え
、
ホ
ー
ル

や
収
骨
室
、
各
待
合
室
に
空
調
を
設
置
す
る
。

　
　
　
　
学
力
向
上
推
進
事
業
費
の
内
訳
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
に
関
す
る

研
修
会
の
講
師
謝
礼
金
の
ほ
か
、
標

準
学
力
調
査
の
採
点
、
問
題
作
成
の
委
託
料

な
ら
び
に
ア
プ
リ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
使
用
料
で

あ
る
。

　
　
　
　
学
力
調
査
業
務
委
託
料
が
増
額
に

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

本
年
度
ま
で
は
小
学
校
の
国
語
、

算
数
お
よ
び
中
学
校
の
国
語
、
数
学

の
標
準
学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
た
が
、

授
業
改
善
を
図
る
た
め
、
来
年
度
は
小
学
校

４
年
生
以
上
で
理
科
、
社
会
を
追
加
し
て
実

施
す
る
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

学
校
施
設
整
備
保
全
計
画
と
総
合

計
画
実
施
計
画
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

財
政
面
で
の
制
約
か
ら
学
校
施
設

の
整
備
が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
お
り
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
考
え
、
教
育
環
境

に
支
障
を
来
す
場
合
は
来
年
度
当
初
予
算
で

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
新
た
に
開
設
す
る
住
吉
学
び
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
機
能
面

で
特
筆
す
べ
き
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

向
陽
学
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

比
較
し
て
園
庭
が
広
く
、
ホ
ー
ル
も

あ
る
の
で
活
用
の
幅
が
広
が
る
。

　
　
　
　
職
員
数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

試
行
運
用
期
間
で
あ
る
今
年
度
は

向
陽
学
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
９

名
、
住
吉
学
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
３
名
で

運
用
で
き
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
も
こ
の
人

数
で
運
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
石
巻
市
民
球
場
へ
の
ス
ピ
ー
ド
メ

ー
タ
ー
設
置
に
よ
る
電
子
掲
示
板

使
用
料
の
増
額
を
踏
ま
え
、
他
自
治
体
の
類

似
施
設
の
使
用
料
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

仙
台
市
は
１
時
間
当
た
り
８
０
０

円
か
ら
１
２
０
０
円
に
増
額
、
名
取

市
で
は
使
用
料
は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

２
月
26
日
か
ら
３
月
２
日
の
本
会
議

で
、
条
例
や
予
算
な
ど
の
議
案
が
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
、
３
月
19
日
の
本
会
議
で
各
常
任

委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨

を
紹
介
し
ま
す
。

山口荘一郎　委員長

石
巻
市
学
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

総
務
企
画
委
員
会
YouTube

千葉正幸　委員長

環
境
教
育
委
員
会
YouTube

常
任
委
員
長
報
告

石
巻
市
債
権
管
理
条
例

令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
今
後
の
債
権
回
収
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

毎
年
度
、
収
納
率
の
目
標
、
滞
納

処
分
の
件
数
や
収
納
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
等
を
位
置
付
け
た
徴
収
計
画

を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
進
捗

管
理
を
行
い
、
取
り
組
み
成
果
の
検
証
、
改

善
に
よ
り
、
計
画
的
か
つ
適
正
に
債
権
回
収

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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制
度
改
正
の
背
景
と
市
民
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に

係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
っ
た
令
和
８
年
４
月
１
日
施

行
の
地
方
税
法
の
改
正
に
併
せ
て
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
か

ら
、
児
童
手
当
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

及
び
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
等
の
拡
充
に

充
て
る
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
国
民

健
康
保
険
税
と
併
せ
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
　
　
　
条
例
改
正
の
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

新
た
な
助
成
金
の
創
設
に
よ
る
民

有
地
の
取
得
促
進
、
ま
た
、
若
者
の

定
住
を
見
据
え
た
娯
楽
業
や
小
売
業
の
立
地

お
よ
び
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
進
展
に
伴
う
情
報
通

信
産
業
の
立
地
に
向
け
て
、
既
存
の
助
成
制

度
の
拡
充
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

石
巻
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

鈴木良広　委員長

星雅俊　委員長

保
健
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

YouTube

YouTube

　
　
　
　
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の

満
車
が
見
込
ま
れ
る
際
の
本
庁
舎

立
体
駐
車
場
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

現
在
は
、
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
可
能
台
数
が
40
台
程
度
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
の
利
用
を
お
願

い
し
て
お
り
、
本
庁
舎
立
体
駐
車
場
と
の
連

　
　
　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

費
の
予
算
増
額
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　

浄
化
槽
等
設
置
整
備
事
業
費
補
助

金
に
お
い
て
、
下
水
道
区
域
の
見
直

し
に
よ
っ
て
一
時
的
に
公
共
下
水
道
事
業
認

可
区
域
外
と
な
る
部
分
を
、
認
可
区
域
の
変

更
が
完
了
す
る
ま
で
補
助
対
象
と
し
て
見
込

む
こ
と
、
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
補
助

制
度
拡
充
に
よ
り
申
請
件
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
予
算
を
増
額
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
予
算

携
は
難
し
い
が
、
今
後
も
さ
さ
え
あ
い
セ
ン

タ
ー
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
適
正
な
管
理
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
管
理
費
の
施

設
維
持
管
理
等
業
務
委
託
料
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

渡
波
地
区
、
河
北
地
区
、
雄
勝
地

区
、
北
上
地
区
お
よ
び
牡
鹿
地
区
の

５
か
所
の
芝
や
ト
イ
レ
の
管
理
を
地
域
の

方
々
に
委
託
し
て
お
り
、
委
託
料
に
は
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の
必
要
な
消
耗
品
費
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
共
助
型
復
興
公
営
住
宅
の
現
状
の

課
題
お
よ
び
支
援
員
配
置
に
よ
る

成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

入
居
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
見
守

る
方
よ
り
も
見
守
ら
れ
る
方
の
ほ

う
が
多
く
、
支
え
合
い
の
難
し
さ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
支
援
員
の
配
置
に
よ
っ
て

入
居
者
が
相
談
で
き
る
な
ど
一
定
の
満
足
感

は
得
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
扶
助
費
の
半
分
以
上
を
占
め
る
医

療
扶
助
費
の
抑
制
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
ら
な
い
こ
と
や
お
薬
手
帳
を

１
冊
に
ま
と
め
、
薬
の
重
複
処
方
が
な
い
こ

と
の
指
導
に
加
え
、
医
療
給
付
は
嘱し

ょ
く
た
く
い

託
医
が

必
要
と
判
断
す
る
場
合
以
外
は
行
わ
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
日
本
遺
産
活
用
推
進
事
業
の
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

日
本
遺
産
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
最

大
限
活
用
し
、
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

浪
漫
の
金
に
ま
つ
わ
る
文
化
や
歴
史
を
、
平

泉
町
や
涌
谷
町
な
ど
、
広
域
的
な
エ
リ
ア
で

関
連
づ
け
な
が
ら
、
観
光
コ
ー
ス
の
構
築
や

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
石
巻
駅
前
広
場
施
設
維
持
管
理
等 

業
務
委
託
料
の
内
容
お
よ
び
委
託

先
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

石
巻
駅
前
広
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の

施
設
維
持
管
理
や
樹
木
管
理
の
ほ

か
、
あ
ゆ
み
野
駅
ト
イ
レ
の
防
犯
カ
メ
ラ
警

備
、
前
谷
地
駅
、
鹿
又
駅
、
和
渕
駅
、
曽
波

神
駅
の
広
場
や
ト
イ
レ
の
維
持
管
理
を
行
う

な
ど
、
12
業
務
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
12
業
務
の
委
託
先
に
つ
い
て
は
、

清
掃
業
務
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に

委
託
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
適
し

た
資
格
を
持
つ
事
業
者
へ
広
く
委
託
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
市
営
住
宅
管
理
費
の
予
算
増
額
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

市
営
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅
へ

の
移
転
完
了
後
に
実
施
す
る
市
営

住
宅
解
体
撤
去
工
事
に
お
い
て
、
令
和
７
年

度
の
解
体
戸
数
25
戸
に
対
し
、
令
和
８
年
度

は
１
１
２
戸
の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
予
算
を
増
額
し
て
い
る
。
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～会派代表質疑～

施政方針をただす
　第１回定例会の初日、齋藤
市長による施政方針演説があ
り、各会派の代表者が施政方
針に対する質疑を行いまし
た。その中から、いくつかの
質疑と答弁の要旨を紹介しま
す。
　なお、このコーナーは質疑
を行った議員自らが市当局の
答弁に基づき、記事の編集を
行っています。 会派代表質疑の様子は、２次元コードから録画映像をご覧になれます。

施政方針要旨
１　住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち
２　都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち
３　共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく健康
　　に暮らせるまち
４　多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち
５　豊かな心を育みいのちを未来につなぐまち
６　市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまち

施政方針に対する質疑通告一覧（質疑順）
会派名 代表者名 質疑事項

ニュー石巻 奥山　浩幸

１　市政運営について
２　住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせる

まちについて
３　都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれる

まちについて
４　共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく

健康に暮らせるまちについて

５　多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち
について

６　豊かな心を育みいのちを未来につなぐまちにつ
いて

７　市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまちに
ついて

８　予算編成及び組織機構の見直しについて
９　令和８年度に向けての決意について

石巻颯の会 後藤　兼位

１　市長の政治姿勢について
２　「住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせる

まち」について
３　「都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれる

まち」について
４　「共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく

健康に暮らせるまち」について

５　「多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるま
ち」について

６　「豊かな心を育みいのちを未来につなぐまち」に
ついて

７　「市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまち」
について

８　予算編成について

日高見会 阿部　和芳

１　はじめに
２　住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせる

まち
３　都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれる

まち
４　共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく

健康に暮らせるまち

５　多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち
６　豊かな心を育みいのちを未来につなぐまち
７　市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまち
８　結び

公明会 渡辺　拓朗

１　はじめに
　①本市を取り巻く環境の現状
　②主な取組実績
　③世界や国内を巡る情勢等、時代の潮流を的確に

捉えて目指す「石巻ビジョン」
２　総合計画基本計画施策体系ごとの取組について
　①住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせる

まち
　②都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれる

まち

　③共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく
健康に暮らせるまち

　④多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち
　⑤豊かな心を育みいのちを未来につなぐまち
３　結び
　①予算編成
　②組織機構の見直し
　③令和８年度に向けた決意

石巻
あかつき

の会
木村　美輝

１　本市を取り巻く環境の現状について
２　主な取組実績について
３　世界や国内をめぐる情勢等、時代の潮流を的確

に捉えて目指す「石巻のビジョン」について
４　住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせる

まちについて
５　都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれる

まちについて
６　共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく

健康に暮らせるまちについて

７　多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち
について

８　豊かな心を育みいのちを未来につなぐまちにつ
いて

９　市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまちに
ついて

10　予算編成について
11　組織機構の見直しについて
12　令和８年度に向けての決意について

石巻
市民クラブ 大森　秀一

１　住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせる
まちについて

２　都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれる
まちについて

３　共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく
健康に暮らせるまちについて

４　多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち
について

５　豊かな心を育みいのちを未来につなぐまちにつ
いて

６　市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまちに
ついて

７　令和８年度市政運営の決意について

齋藤正美市長
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政
治
姿
勢

問　

主
要
施
策
の
具
体
化
と
実
効
性
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
、
人
材
育
成
、
人
口
減
少
対
策
、

財
政
運
営
の
実
効
性
向
上
に
向
け
、
計
画
的

な
進
行
管
理
と
効
果
検
証
を
重
視
し
、
施
策

の
具
体
化
と
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

安
心
移
住
と
地
域
防
災

問　

安
心
移
住
定
住
の
実
績
を
踏
ま
え
、
防
災

力
向
上
と
今
後
の
支
援
方
針
は
。

答　

移
住
相
談
で
５
組
７
名
が
移
住
し
、
今
後

も
８
組
11
名
が
検
討
中
。
地
区
防
災
計
画
は

実
効
性
を
重
視
し
、
支
援
を
継
続
す
る
。

環
境
と
防
災

問　

環
境
・
防
災
・
交
通
・
港
湾
施
策
の
効
果

と
展
望
を
伺
う
。

答　

環
境
教
育
や
水
質
改
善
、３
Ｒ
推
進
、防
災
・

交
通
・
港
湾
整
備
を
通
じ
、
快
適
で
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

医
療
連
携

問　

医
療
局
構
想
や
地
域
医
療
連
携
、
共
生
型

ケ
ア
事
業
の
位
置
付
け
と
今
後
の
展
望
を
伺

う
。

答　

医
療
局
構
想
は
令
和
９
年
度
に
検
討
し
、

牡
鹿
医
療
セ
ン
タ
ー
は
連
携
強
化
、
共
生
型

ケ
ア
事
業
は
牡
鹿
地
区
で
継
続
・
周
知
を
図

る
。

観
光
と
陸
上
養
殖
の
地
域
戦
略

問　
産
業
政
策
の
目
標
、
各
分
野
の
施
策
成
果
、

企
業
誘
致
・
人
材
育
成
策
を
伺
う
。

施政方針質疑
災
害
情
報
発
信
事
業
に
つ
い
て​

問　

防
災
行
政
無
線
が
屋
内
で
聞
こ
え
に
く
い

と
い
う
課
題
に
対
し
、
具
体
的
な
対
策
を
伺

う
。

答　

メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
一
斉
配
信
シ

ス
テ
ム
や
、
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
に
加
え
、
令
和
８
年
度
に
多
言
語
に
よ

る
文
字
と
音
声
で
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
配
信
す
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
」

を
導
入
す
る
。

学
校
再
編
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

問　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、
学
校
規
模
の
適

正
化
や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
上
で
、
学

校
統
廃
合
を
含
む
学
区
再
編
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
あ
る
。
学
校
再
編
計
画
の
推
進

に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
把
握
し
計

画
に
反
映
し
て
き
た
の
か
伺
う
。

答　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
区
運
営
協
議
会
、
地
区
行
政

委
員
、
未
就
学
施
設
に
通
う
保
護
者
等
を
対

象
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
伺
い
、
計
画
の
推

進
に
努
め
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

問　

昨
今
の
予
算
編
成
に
お
い
て
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
が
常
態
化
し
て
い
る
懸
念
が
あ
る
。

基
金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
「
身
の
丈
に

合
っ
た
財
政
運
営
」
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
財
政
調
整
基
金

残
高
の
５
％
以
上
の
維
持
を
目
標
に
、
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
規
模
と
な
る
よ
う
歳
出
削

減
に
努
め
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
維
持
に
つ
い
て

問　

行
財
政
改
革
を
徹
底
し
、
事
業
を
絞
り
込

む
中
で
、
市
民
か
ら
は
「
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

ま
で
削
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不

安
の
声
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ
留

意
点
を
伺
う
。

答　

市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
業
を
最
優

先
に
、
そ
の
効
率
・
効
果
・
有
効
性
を
十
分

に
検
討
し
、
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
を
明
確

化
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
将

来
に
わ
た
り
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
。

令
和
８
年
度
に
向
け
た
決
意
に
つ
い
て

問　

行
政
改
革
は
、
時
に
市
民
や
組
織
内
の
反

発
を
招
く
も
の
。
過
去
の
慣
例
を
打
ち
破
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
不
可
欠
で
あ
る
。
た
と

え
反
対
の
声
が
あ
っ
て
も
、
石
巻
の
未
来
の

た
め
に
「
止
め
る
べ
き
は
止
め
る
」
と
い
う

断
行
の
決
意
が
あ
る
の
か
。

答　

本
市
の
未
来
を
よ
り
輝
き
の
あ
る
豊
か
な

も
の
に
築
い
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ
る
。

不
退
転
の
決
意
と
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
。

問　

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

再
編
な
ど
、
市
民
に
痛
み
を
伴
う
決
断
が
迫
っ

て
い
る
と
示
唆
す
る
。「
理
解
」
を
得
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
「
共
感
」
を
得
る
に
は
、

市
長
自
ら
が
現
場
に
立
ち
、
真
摯
に
語
り
か

け
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
が
決
意
を
伺
う
。

答　

将
来
を
見
据
え
た
改
革
に
は
、
市
民
の
皆

様
に
一
定
の
ご
負
担
や
ご
不
便
を
お
願
い
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
事
実
。「
ふ
る
さ
と
石

巻
」
を
確
か
な
将
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

強
い
決
意
で
臨
む
。

答　

労
働
力
確
保
と
生
産
性
向
上
を
軸
に
産
業

転
換
を
進
め
、
陸
上
養
殖
の
成
長
産
業
化
や

産
学
官
金
連
携
に
よ
る
雇
用
創
出
、
日
本
遺

産
を
活
用
し
た
観
光
振
興
で
地
域
定
着
と
交

流
拡
大
を
図
る
方
針
。

学
校
再
編
と
楽
天
２
軍
誘
致

問　

学
校
統
廃
合
、
学
力
・
防
災
教
育
、
人
材

確
保
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
楽
天
２
軍
誘
致
方

針
を
伺
う
。

答　

学
区
再
編
の
前
倒
し
検
討
と
教
育
環
境
整

備
を
進
め
つ
つ
、
家
庭
学
習
・
防
災
教
育
の

充
実
や
地
域
人
材
と
の
協
働
を
図
り
、
楽
天

２
軍
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
も
見
据
え
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

回
さ
な
い
窓
口

問　
「
回
さ
な
い
窓
口
」
構
築
と
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
戦
略
強
化
・
使
途
の
見
え
る
化
が
必
要

で
は
。

答　

窓
口
Ｄ
Ｘ
で
た
ら
い
回
し
防
止
を
検
討
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
層
別
戦
略
と
成
果
の
見
え

る
化
で
信
頼
と
支
援
継
続
を
図
る
。

予
算
編
成

問　
財
政
需
要
増
へ
の
対
応
方
針
、
事
業
選
択
、

将
来
世
代
視
点
、
市
民
参
加
、
施
設
再
編
の

見
解
を
伺
う
。

答　

人
口
減
少
と
財
政
需
要
増
に
対
応
す
る
た

め
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
つ
つ
、
将

来
世
代
の
視
点
を
踏
ま
え
た
政
策
評
価
、
市

民
参
加
の
拡
充
、
公
共
施
設
再
編
の
実
効
性

向
上
に
取
り
組
む
方
針
。

奥　
山　
浩　
幸 

議
員

ニ
ュ
ー
石
巻︵
会
長
︶

後　
藤　
兼　
位 

議
員

石
巻
颯は
や
ての

会︵
会
長
︶

YouTube

YouTube
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総
合
計
画
基
本
計
画
の
取
り
組
み

問　

高
齢
社
会
の
進
展
の
中
で
、
自
助
共
助
の

取
り
組
み
と
し
て
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
の
た
め
に
利
用
者
の

拡
大
へ
の
課
題
を
伺
う
。

答　

受
け
手
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
が
必

要
で
あ
る
。
本
事
業
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、

制
度
の
対
象
と
な
る
方
へ
個
別
の
周
知
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
利
用
を
促

し
て
い
る
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
録
の
漏

れ
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
個
別
避
難
計
画
へ

の
支
援
体
制
の
状
況
は
。

答　

全
て
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
新
た
な
登
録
者
に
向
け
て
制

度
の
周
知
を
す
る
。
災
害
時
に
お
け
る
地
域

の
具
体
的
な
支
援
へ
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問　

国
に
決
め
ら
れ
て
い
る
２
０
３
０
年
ま
で

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
50
％
ま
で
残
り
24
％
、

達
成
へ
の
見
通
し
は
。

答　

産
業
部
門
が
滞
っ
て
お
り
、
市
内
の
事
業

者
と
脱
炭
素
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、

事
業
者
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
対
し
て
積

極
的
に
支
援
す
る
。

問　

ご
み
有
料
化
は
減
量
の
推
進
と
さ
ら
な
る

有
効
利
用
の
機
運
に
も
つ
な
が
る
。
ご
み
有

料
化
へ
の
考
え
は
。

答　

ご
み
減
量
の
推
進
と
処
理
経
費
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
、
い
ず
れ
導
入
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

問　

後
期
の
総
合
計
画
基
本
計
画
４
つ
の
重
要

施
策
の
柱
の
う
ち
「
教
育
環
境
の
充
実
」「
稼

ぐ
地
域
づ
く
り
」
の
具
体
的
事
業
の
内
容
と

時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

第
Ⅱ
期
推
進
期
間
に
入
っ
た
「
学
力
向
上

プ
ラ
ン
」
を
確
実
に
推
進
す
る
。「
稼
ぐ
地
域

づ
く
り
」
は
６
次
産
業
化
の
推
進
や
陸
上
養

殖
へ
の
支
援
、
有
機
農
業
の
推
進
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
に
よ
る
誘
客
の
推
進
、
企
業
立
地
促

進
に
取
り
組
む
な
ど
競
争
力
を
強
化
す
る
。

問　

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
、
当
市
で
も

「
学
習
塾
代
等
支
援
事
業
」
を
実
施
で
き
な

い
か
伺
う
。

答　

近
隣
自
治
体
は
、
塾
代
の
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ

や
習
い
事
全
般
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
本
市
と
は
児
童
生
徒
数
な

ど
の
規
模
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
手

法
を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

課
題
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
公
費
支
出

で
は
な
く
、「
学
校
に
お
け
る
放
課
後
の
学
習

支
援
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
充
実
」
や

「
端
末
を
活
用
し
た
思
考
ツ
ー
ル
の
導
入
に

よ
る
主
体
的
な
学
び
の
推
進
」
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
防
災
力
な
ど
の

向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
に
お
け
る
避
難
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど

の
ソ
フ
ト
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
必
要
な
場

合
に
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
設
の
整
備
な

ど
を
住
民
と
協
議
す
る
。

施政方針質疑

問　

医
療
、
介
護
の
提
供
の
た
め
、
限
界
集
落

に
住
む
高
齢
者
が
持
ち
家
で
あ
っ
て
も
市
営

住
宅
入
居
を
希
望
す
る
場
合
の
対
応
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
所
感
を
伺
う
。

答　

公
営
住
宅
法
上
は
難
し
い
が
、
全
国
的
な

課
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
の
動
向
を
注

視
す
る
。

問　

医
療
ケ
ア
が
必
要
な
重
度
障
が
い
者
の
18

歳
以
降
の
方
々
の
居
場
所
が
十
分
で
な
い
。

こ
れ
ら
の
方
々
の
生
活
介
護
施
設
の
現
状
を

伺
う
。

答　

希
望
す
る
生
活
介
護
の
利
用
へ
つ
な
が
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ご
家
族
の
希

望
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
丁
寧
に
相

談
を
受
け
、
利
用
調
整
を
行
う
。

問　

少
子
化
時
代
の
適
正
な
教
育
環
境
を
創
出

す
る
上
で
、
学
校
の
統
廃
合
の
推
進
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
必
須
で
あ
る
が
、
運

行
事
業
費
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

５
年
間
の
期
間
限
定
で
運
行
経
費
の
国
庫

補
助
が
あ
る
も
の
の
、
本
市
の
一
般
財
源
に

よ
る
負
担
が
約
94
％
と
高
く
、
財
政
上
の
課

題
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
に
財
政
支
援
を

強
く
要
望
す
る
。

問　

生
成
Ａ
Ⅰ
と
の
適
切
な
向
き
合
い
方
を
推

進
す
る
教
育
方
針
を
伺
う
。

答　

教
員
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

保
護
者
、
児
童
・
生
徒
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
お
い
て
も
、
最
後
は
人
間
が
判
断
し

自
ら
責
任
を
持
つ
方
針
を
明
確
に
示
す
。

問　

安
全
安
心
な
住
環
境
と
都
市
機
能
の
整
備

の
推
進
に
つ
い
て
、
寄
磯
浜
・
前
網
浜
地
区

以
外
の
避
難
道
と
し
て
脆
弱
な
牧
浜
竹
浜
狐

崎
間
、
福
貴
浦
小
網
倉
間
、
蛤
浜
折
浜
小
竹

佐
須
浜
間
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

見
通
し
の
悪
い
区
間
の
支
障
木
伐
採
に
よ

る
視
距
の
確
保
や
待
機
場
所
の
確
保
な
ど
対

応
可
能
な
方
策
を
検
討
し
実
施
す
る
。

問　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
継
続
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
の
充
実
に
取
り
組
む
。

問　

全
世
帯
の
３
歳
児
ま
で
の
保
育
料
を
無
償

化
す
べ
き
で
は
。

答　

現
時
点
で
は
、
３
歳
児
ま
で
の
保
育
料
無

償
化
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
引

き
続
き
、
国
の
動
向
の
収
集
を
継
続
し
て
い

く
。

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
中
で
、「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

の
設
置
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　

令
和
10
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
を
目
標
に

進
め
る
が
、
で
き
る
限
り
早
期
に
方
向
性
を

決
定
す
る
。

阿　
部　
和　
芳 

議
員

日
高
見
会︵
幹
事
長
︶

渡　
辺　
拓　
朗 

議
員

公
明
会︵
会
長
︶

YouTube

YouTube
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問　

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

困
難
な
状
況
に
あ
る
女
性
が
孤
立
す
る
こ

と
な
く
、
安
心
し
て
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
相
談
窓
口
の
周
知
徹
底
を

は
じ
め
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
安
全
確
保

を
最
優
先
と
し
た
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
。

問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
再
資
源
化
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以

外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
や
せ
る
ご
み
と
し

て
収
集
し
、
焼
却
処
理
を
行
っ
て
き
た
が
、

令
和
８
年
10
月
よ
り
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
循
環
を
図
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
回
収
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
層

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

避
難
道
「
県
道
釜
谷
・
大
須
・
雄
勝
線
」

の
早
期
着
工
の
呼
び
か
け
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

県
知
事
や
東
部
土
木
事
務
所
に
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
区
内
の
整
備
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
２
カ
所
、
令
和
７
年
度
に
２
カ
所

の
拡
幅
工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
令
和
８
年

度
に
は
１
カ
所
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
早
期
着
工
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
要

望
し
て
い
く
。

施政方針質疑
問　

令
和
８
年
度
は
、
生
活
者
支
援
と
事
業
者

支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
層
・
分
野
に
重
点
化

し
、
何
を
も
っ
て
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
判

断
す
る
の
か
伺
う
。

答　

各
事
業
終
了
後
に
国
が
示
す
手
順
に
沿
っ

て
検
証
し
、
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
す
る
。

問　

新
ご
み
処
理
施
設
の
規
模
を
再
検
討
す
る

方
針
を
示
さ
れ
、
今
年
よ
り
プ
ラ
分
別
が
始

ま
る
。
市
民
１
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量

の
減
量
を
図
る
仕
組
み
が
必
要
か
と
考
え
る
。

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
り
、
市
民
に
対
し
て
の
意
識
向

上
が
重
要
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け

を
講
じ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
に
つ
い
て
出
前
講

座
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
に
加
え
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
に
よ
る
分
別
方

法
の
案
内
、
分
別
収
集
説
明
会
の
実
施
、
学

校
と
の
啓
発
連
携
を
行
う
。

問　
「
６
次
産
業
化
推
進
事
業
」
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
26
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
新
商
品
開

発
件
数
１
５
２
件
、
販
路
拡
大
件
数
２
５
８

件
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
、
支
援
事
業
者
数

と
し
て
年
間
１
０
０
者
程
度
の
利
用
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

問　
「
中
心
市
街
地
賑
わ
い
創
出
事
業
」
と
し
て

「
空
き
地
・
空
き
店
舗
活
用
事
業
費
補
助
金
」

が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
と
周
知

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
実

績
は
16
件
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
、
商

工
会
議
所
、
石
巻
産
業
創
造
株
式
会
社
の
窓

口
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
、
街
な
か
出
店

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
周
知
し
て
い
る
。

問　

水
産
業
界
は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
長
期
的

な
支
援
を
求
め
て
い
く
と
あ
る
が
、
連
携
方

法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

全
国
市
議
会
議
長
会
や
特
定
第
三
種
漁
港

市
長
協
議
会
等
の
関
係
自
治
体
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
国
に
対
す
る
継
続
的
な
要
望
活
動
な

ど
連
携
を
図
る
。

問　

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
情
報
発
信
の
充
実
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
媒
体
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
へ
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

観
光
、
物
産
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
中
心
に

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
発
信
し
て
い
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
１
万
人
以
上
有
す
る
場

合
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
果
と
言
わ
れ
、
現

在
９
２
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
１
万
人
を

目
指
し
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問　

陸
上
養
殖
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
７
年
５
月
に
、
一
般
社
団
法
人
お
し

か
の
学
校
、
宮
城
県
水
産
高
等
学
校
、
本
市

の
三
者
間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
サ
バ
の

陸
上
養
殖
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
、
事
業
者
の
支
援
に
努
め
、
陸
上

養
殖
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
活

動
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
内
全
小
中
学
校
に
お
い
て
、
週
27
コ
マ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
よ
り
、
各
学
校
が

放
課
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
工
夫
し
な
が

ら
、
学
習
支
援
や
本
の
読
み
聞
か
せ
、
伝
統

芸
能
の
継
承
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

こ
の
ま
ち
に
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る

諸
施
策
の
実
践
に
向
け
た
決
意
を
伺
う
。

答　

地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
新
た
な
価
値
観
を
育
む
た
め
に
も
、
限

ら
れ
た
行
財
政
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
、
事
業
者
、
地
域

団
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
認
識
し
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
新

た
な
取
り
組
み
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

木　
村　
美　
輝 

議
員

石
巻
あ
か
つ
き
の
会︵
会
長
︶

大　
森　
秀　
一 

議
員

石
巻
市
民
ク
ラ
ブ︵
会
長
︶

YouTube

YouTube
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一般質問通告一覧（質問順）
⑩鈴木　良広　（公明会）
１　中心市街地の活性化策について

２　がん対策について

⑪髙橋　憲悦　（石巻市民クラブ）
１　少子化・高齢化社会、人口減少を見据えた持続可能なま

ちづくりについて

⑫櫻田　誠子　（公明会）
１　防災・減災について

２　ひとり親支援策について

⑬星　　雅俊（日高見会）
１　組織の見直しについて

２　（仮称）河南東保育園の設置運営事業者の選定について

３　今後が懸念される行財政運営等について

⑭宇都宮　弘和　（石巻颯の会）
１　東日本大震災から１５年　本市の防災の取り組みと方向

性について

２　「通過される街」から「何度も関わりたくなる石巻」へ向

けて

⑮谷　　祐輔（石巻颯の会）
１　人口減少社会における地域拠点機能と行政運営の高度化

について

２　共生社会の実現に向けた障害者の社会参加と福祉教育の

充実について

⑯阿部　浩章　（ニュー石巻）
１　安心して誇れる「生業」の構築・活性化について

　　（地域循環型経済の構築に向けた考え方、方向性）

⑰阿部　久一　（ニュー石巻）
１　県道２３８号釜谷大須雄勝線自動車通行不能区間に対す

る市の考えについて

①原田　　豊　（石巻あかつきの会）
１　市立保育所の給食について
２　国の機関の誘致について
３　行政組織の横断的連携について
４　スポーツを通じた交流人口の拡大について

②齋藤　澄子　（無会派）
１　学校や公共施設への生理用品常備について
２　女川原子力発電所について
３　仙石線全区間ワンマン運転について
４　仙台塩釜港の「特定利用港湾」について

③楯石　光弘　（日高見会）
１　ひとりひとりが多彩に煌めき共に歩み続けるためには

④山口　荘一郎　（石巻颯の会）
１　緊縮予算編成時代における持続可能な石巻市政について

⑤阿部　正敏　（石巻颯の会）
１　東北楽天ゴールデンイーグルスファーム施設移転計画に
ついて

２　石巻市立病院及び市立診療所財務状況について
３　地区防災計画策定について

⑥勝又　和宣　（石巻あかつきの会）
１　宮城県宿泊税導入と石巻市観光戦略について
２　低入札価格調査制度および総合評価落札方式について
３　２０年先を見据えたスクラップ・アンド・ビルドによる
市政運営について

⑦丹野　　清（ニュー石巻）
１　市営住宅について
２　民間保育について
３　健康づくりパークの利用・運営状況について

⑧我妻　久美子　（石巻颯の会）
１　本市の少子化対策及び子育て支援について
２　高齢者への支援について

⑨阿部　正春　（無会派）
１　障害をもった方々の社会参加について
２　障害福祉サービスから介護サービスへの移行について
３　障害者雇用について
４　障害者（児）歯科について

議員17人が登壇

市政を問う!
一 般 質 問 　第１回定例会の一般質問は、17人の議員が市政

全般にわたり市当局の見解をただし、政策提言を行
いました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要旨を紹介
します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員自らが市
当局の答弁に基づき、記事の編集を行っています。
　一般質問の様子は、２次元コードから録画映像を
ご覧になれます。
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一般質問

齋藤　澄子
議員

無会派

YouTube

市
立
保
育
所
の
給
食
に
つ
い
て

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
完
全
給
食
の
実
施
可
否
を
伺
う
。

答　

62
％
が
導
入
に
前
向
き
で
13
％
は
導
入
に
後
ろ
向
き
な
回
答

を
得
た
。
実
施
に
当
た
り
運
営
面
と
し
て
、
米
の
価
格
や
質
の

不
安
も
あ
り
、
丁
寧
な
説
明
が
必
要
と
な
る
。
体
制
面
で
は
施

設
整
備
と
人
員
体
制
の
課
題
が
重
要
と
な
り
、
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

国
の
機
関
の
誘
致
に
つ
い
て

問　
高
市
内
閣
で
は
防
災
庁
を
11
月
に
、
そ
の
後
に
地
方
へ
仮
称

‥

防
災
大
学
と
２
カ
所
の
防
災
拠
点
の
機
関
を
設
置
予
定
で
あ

る
が
、
誘
致
に
向
け
て
手
を
挙
げ
て
ほ
し
い
。
意
気
込
み
を
伺

う
。

答　

防
災
庁
の
地
方
機
関
が
大
規
模
災
害
時
の
政
府
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
機
能
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
設
置
に
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
村
井
知
事
が
方
針
を
示
す
、

県
お
よ
び
仙
台
市
の
動
向
を
注
視
し
、
東
北
全
体
の
防
災
力
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
県
と
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
。 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

問　

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
フ
ァ
ー
ム
の
誘
致
は
、

本
市
に
と
っ
て
ま
さ
に
千
載
一
遇
！
こ
の
機
を
逃
し
て
は
な
ら

な
い
！

答　

経
済
効
果
、
交
流
人
口
は
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
起
爆
剤
と
な
る
、
夢
の
あ
る
魅
力
的
な
動

き
。
誘
致
に
伴
う
論
点
を
整
理
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

新
た
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
多
角
的
に

検
討
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

問　
誘
致
を
行
う
上
で
、
市
民
団
体
な
ど
か
ら
の
署
名
活
動
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

皆
様
か
ら
の
署
名
は
市
民
の
希
望
だ
と
思
う
の
で
、
そ
れ
に

向
け
て
進
め
て
い
く
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
多
彩
に
煌
め
き
共
に
歩
み
続
け
る

た
め
に
は
（
石
巻
市
の
将
来
像
）

問　
近
年
の
世
相
、三
だ
け
主
義
「
今
だ
け
、金
だ
け
、自
分
だ
け
」

の
傾
向
が
強
ま
る
中
、
本
市
で
は
生
活
習
慣
病
で
亡
く
な
る
方

が
多
い
と
の
こ
と
。
大
震
災
か
ら
15
年
、
生
き
た
く
と
も
生
き

ら
れ
な
か
っ
た
約
４
千
名
の
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
り
ひ
と
り

に
、
申
し
訳
が
立
た
な
い
の
で
は
。
脳
血
管
疾
患
で
の
全
国
を

１
０
０
と
し
た
場
合
の
比
を
男
女
別
で
伺
う
。

答　

男
性
が
１
３
３
・
２
％
、
女
性
が
１
３
９
・
１
％
で
あ
る
。

問　
私
た
ち
の
祖
先
は
一
日
に
何
万
歩
も
歩
き
、
走
り
、
重
い
物

を
運
ぶ
生
活
、
動
く
こ
と
が
大
前
提
の
体
の
仕
組
み
。
動
か
な

け
れ
ば
、
脳
な
ど
全
て
の
器
官
の
退
化
と
老
化
が
進
む
。
子
ど

も
時
代
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
を
い
と
わ
な
い
習
慣
が
大
切
。

子
ど
も
の
体
力
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

体
力
の
合
計
点
で
は
、
男
女
と
も
県
平
均
以
下
で
あ
る
。
各

学
校
の
創
意
工
夫
、
石
巻
専
修
大
学
と
の
連
携
で
放
課
後
運
動

教
室
な
ど
を
実
践
し
、
能
力
向
上
へ
努
力
す
る
。

問　
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
活
動
や
１
０
０
歳
体
操
の
現
状
は
。

答　

ど
ち
ら
も
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
人
材
を
確
保
す
る
。

問　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
で
も
市
民
参
加
型
が
理
想
。
本
市
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
、
石
巻
第
九
と
復
興
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
に
お
け
る

本
市
在
住
の
割
合
は
。

答　

石
巻
第
九
で
は
、
楽
団
員
が
69
名
中
５
名
で
７
％
、
合
唱
団

は
１
０
５
名
中
78
名
で
74
・
３
％
で
あ
る
。
ま
た
、
復
興
マ
ラ

ソ
ン
で
は
、
メ
イ
ン
で
あ
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
１
６
０
０
名

中
１
３
３
名
で
８
・
２
％
、
そ
の
他
の
４
種
目
は
合
計
１
７
０

０
名
中
３
９
４
名
で
22
・
９
％
が
参
加
者
に
お
け
る
本
市
在
住

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

問　
学
校
や
公
共
施
設
へ
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
同
様
に
生
理
用

ナ
プ
キ
ン
を
常
備
す
べ
き
。

答　

生
理
用
品
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
常
設
に
係
る
衛
生
面
、
防
犯
面
、

費
用
面
な
ど
含
め
研
究
し
て
い
く
。

問　
女
川
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
他
の
原
子
力
発
電
所
で
の

不
祥
事
も
報
告
さ
れ
る
中
、
施
政
方
針
で
な
ぜ
触
れ
な
か
っ
た

の
か
。

答　

一
連
の
不
祥
事
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
運
営
、
地
域
の

信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
極
め
て
重
大
な
問
題
だ
。
本
市
と

し
て
は
、
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
を
優
先
に
緊
張
感
を
持
っ

て
原
子
力
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
仙
石
線
全
区
間
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
な
る
こ
と
で
、
乗
務
員
１

人
で
乗
客
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
の
不
安
は
な
か
っ
た

の
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
訓
練
な
ど
が
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
車
内
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
非
常
通
報

装
置
の
増
設
を
行
い
、
乗
務
員
が
指
令
室
と
連
携
し
な
が
ら
対

応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
無
人
駅
化
後
、
車
椅
子

等
補
助
が
必
要
な
乗
客
へ
の
対
応
は
、
事
前
予
約
を
受
け
て
対

応
す
る
と
Ｊ
Ｒ
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。

問　
仙
台
塩
釜
港
の
特
定
利
用
港
湾
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
港
湾

機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
と
い
っ
た
仕
様
で
あ
れ
ば
心
配
も
な
い

が
、
港
湾
整
備
を
行
っ
た
後
、
使
用
目
的
が
違
う
こ
と
に
な
っ

て
は
困
る
。

答　

大
規
模
災
害
発
生
時
、
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
に
よ
る
緊
急

対
応
、
効
率
的
な
住
民
避
難
が
可
能
な
取
り
組
み
や
耐
震
強
化

岸
壁
の
整
備
促
進
も
踏
ま
え
た
検
討
が
重
要
。
国
、
県
に
対
し

市
民
の
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う
、
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
。

原田　　豊
議員

石巻あかつきの会

YouTube

楯石　光弘
議員

日高見会

YouTube
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一般質問

勝又　和宣
議員

石巻あかつきの会

YouTube

緊
縮
予
算
編
成
時
代
に
お
け
る
持
続
可
能
な
石
巻
市

政
に
つ
い
て

問　
県
内
で
は
岩
沼
市
と
石
巻
市
の
み
が
、
平
成
29
年
か
ら
市
町

村
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
下
が
り
続
け
て
い
る
。
石
巻
の
景
気
の
評
価
は
。

答　

主
な
要
因
は
復
興
事
業
で
増
加
し
た
建
設
業
の
生
産
額
減
少

で
あ
る
が
、
震
災
前
の
平
成
22
年
度
と
令
和
４
年
度
を
比
べ
る

と
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３
９
１
億
円
増
加
し
て
お
り
、
水
産
加
工

業
の
回
復
、
製
造
業
の
設
備
投
資
の
進
展
で
経
済
成
長
は
実
現

で
き
て
い
る
。

問　
株
価
好
調
で
石
巻
市
の
事
業
者
に
設
備
投
資
や
研
究
開
発
投

資
な
ど
事
業
拡
大
の
向
き
は
あ
る
の
か
。

答　

株
価
の
影
響
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
設
備
投
資
計
画
は
あ

る
も
の
の
、
建
設
費
や
機
械
設
備
価
格
高
騰
の
影
響
で
実
施
に

至
っ
て
い
な
い
事
業
者
も
い
る
。

問　
設
備
投
資
し
、
賃
金
改
善
を
表
明
す
る
事
業
者
へ
の
固
定
資

産
税
減
免
制
度
の
実
績
は
。

答　

令
和
７
年
度
は
１
件
の
み
で
あ
る
。

問　
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
と
い
う
目
線
が
必
要
で

は
。

答　

企
業
側
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
現
場
主
義
は
大
切
だ
。
企
業
訪
問

な
ど
に
加
え
、
中
間
支
援
団
体
と
の
情
報
交
換
で
今
の
ニ
ー
ズ
、

課
題
を
把
握
し
て
い
く
。

問　
石
巻
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
新
ご
み
焼
却
場
建
設
費

の
高
騰
は
大
き
な
財
政
負
担
に
な
る
。
施
策
の
大
半
が
▲
や
×

と
な
っ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
進
捗
管
理
を
抜

本
的
に
強
化
し
、
ご
み
焼
却
炉
の
必
要
容
量
の
圧
縮
に
努
め
る

べ
き
。

答　

施
策
実
施
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
実
施
後
の
成
果
を
評
価
す

る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
フ
ァ
ー
ム
施
設

移
転
計
画
に
つ
い
て

問　
施
設
移
転
計
画
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

地
域
振
興
や
野
球
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
伴
う
経
済

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
動
き
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
施
設
計
画
の
内
部
資
料
に
は
プ
ラ
ン
Ａ
、
プ
ラ
ン
Ｂ
、
プ
ラ

ン
Ｃ
が
あ
り
、
よ
り
財
政
負
担
が
少
な
い
プ
ラ
ン
を
選
ん
で
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答　

積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
い
、
必
要
な
検
討
を
進
め
な
が
ら

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

石
巻
市
立
病
院
お
よ
び
市
立
診
療
所
財
務
状
況
に
つ
い

て問　
市
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

初
年
度
実
績
の
点
検
・
評
価
を
「
病
院
運
営
審
議
会
」
へ
諮

問
し
、
経
営
指
標
に
係
る
数
値
目
標
の
一
部
が
目
標
を
下
回
る

が
、
医
療
機
能
、
医
療
の
質
、
連
携
強
化
等
は
目
標
を
上
回
る

効
果
と
な
り
、
計
画
ど
お
り
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

問　
離
半
島
部
に
お
け
る
診
療
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

人
口
減
少
に
よ
る
診
療
者
数
の
減
少
や
施
設
等
老
朽
化
維
持

管
理
経
費
の
増
大
等
、
診
療
所
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

が
、
離
半
島
部
に
お
け
る
診
療
所
の
運
営
形
態
や
医
療
提
供
の

在
り
方
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
医
療
提
供
の

維
持
に
努
め
る
。

地
区
防
災
計
画
策
定
に
つ
い
て

問　
地
区
防
災
計
画
が
進
ま
な
い
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
に
お
け
る
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
地
区
防
災

計
画
策
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
危
機
管
理
部
だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活
部
等
と
連
携
を
と
り
、

地
域
が
抱
え
る
問
題
解
決
に
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
は
い

か
が
か
。

答　

地
域
防
災
力
向
上
だ
け
で
な
く
、
防
災
を
切
り
口
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

宮
城
県
宿
泊
税
導
入
と
石
巻
市
観
光
戦
略
に
つ
い
て

問　
本
市
で
発
生
す
る
宿
泊
税
の
徴
収
規
模
を
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
の
か
、
配
分
さ
れ
る
交
付
額
を
伺
う
。

答　

税
収
規
模
は
、
概
算
で
４
８
０
０
万
円
、
交
付
額
は
、
観
光

資
源
の
魅
力
増
進
向
け
に
８
６
０
万
円
、
市
町
村
提
案
型
は
補

助
上
限
額
８
０
０
万
円
で
の
交
付
予
定
で
あ
る
。

低
入
札
価
格
調
査
制
度
お
よ
び
総
合
評
価
落
札
方
式

に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
予
定
価
格
５
千
万
円
以
上
の
高
額
工
事
に
適
用
さ

れ
て
き
た
低
入
札
価
格
調
査
制
度
を
、
予
定
価
格
２
０
０
万
円

を
超
え
る
工
事
ま
で
拡
大
し
た
理
由
を
伺
う
。

答　

不
落
防
止
と
価
格
帯
に
関
わ
ら
ず
制
度
を
一
本
化
し
、
透
明

性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な
入
札
執
行
と
適
正
な
価
格
で
の
契

約
が
で
き
る
。

問　
設
計
図
書
や
積
算
の
精
度
が
向
上
す
る
環
境
の
整
備
が
必
要

だ
が
見
解
を
伺
う
。

答　

設
計
図
書
や
積
算
の
精
度
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
算

な
ど
各
種
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
じ
て
、
発
注
担
当
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

20
年
先
を
見
据
え
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
に
よ
る
市
政
運
営
に
つ
い
て

問　
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
柱
と
し
た
市
政
運
営
へ

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

行
財
政
改
革
へ
の
決
意
を
伺
う
。

答　

市
民
や
事
業
者
、
議
会
の
皆
様
の
御
理
解
を
賜
り
な
が
ら
、

行
政
と
し
て
担
う
べ
き
役
割
や
事
業
を
再
点
検
し
、
持
続
可
能

な
規
模
へ
と
財
政
基
盤
を
立
て
直
す
と
と
も
に
、
強
い
覚
悟
と

責
任
感
を
持
っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

山口荘一郎
議員

石巻颯
はやて

の会

YouTube

阿部　正敏
議員

石巻颯
はやて

の会

YouTube
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阿部　正春
議員

無会派

YouTube

丹野　　清
議員

ニュー石巻

YouTube

我妻久美子
議員

石巻颯
はやて

の会

YouTube

復
興
公
営
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て

問　
退
去
後
か
ら
次
の
居
住
者
が
入
居
す
る
ま
で
の
手
順
や
期
間

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

入
居
者
に
原
状
回
復
い
た
だ
い
た
上
で
、
必
要
な
清
掃
や
修

繕
等
を
行
っ
て
か
ら
募
集
す
る
た
め
、
通
常
６
カ
月
程
度
の
期

間
を
要
し
て
い
る
。

問　
復
興
公
営
住
宅
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
「
目
的
外
使
用
」
の
承
認
を
国
か
ら
得
る
こ
と
で
、
復
興
公

営
住
宅
の
一
部
を
お
試
し
移
住
の
居
住
先
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
し
て
現
在
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
市
営
住
宅
を
活
用
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
応
募
倍

率
や
空
き
住
戸
の
推
移
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
注
視
し
な
が
ら
、
関

係
部
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

民
間
保
育
に
つ
い
て

問　
石
巻
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

現
在
、
民
間
保
育
所
等
で
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お

り
、
関
係
事
業
者
と
連
携
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
丁
寧
な
周

知
に
努
め
て
い
く
。

健
康
づ
く
り
パ
ー
ク
の
利
用
・
運
用
状
況
に
つ
い
て

問　
渡
波
地
区
の
利
用
者
か
ら
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
国
道
側

へ
ボ
ー
ル
が
飛
び
出
し
そ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ン
ス
を

高
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
カ
ッ
プ
の
位
置
も
変
え
る
事
で
利
用
さ
れ
て
い
る

方
々
の
満
足
度
も
上
が
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

今
後
の
状
況
等
を
見
な
が
ら
、
利
用
さ
れ
る
方
が
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
管
理
・
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
若
い
世
代
の
移
住
定
住
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。
現
在
成

果
の
上
が
っ
て
い
る
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
拡
大
や
、
子
ど

も
を
１
人
か
ら
２
人
、
２
人
か
ら
３
人
と
、
も
う
１
人
産
み
育

て
や
す
い
政
策
、
そ
し
て
人
口
減
少
対
策
戦
略
室
の
設
置
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

政
策
に
よ
っ
て
ま
だ
効
果
検
証
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
、
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支

援
施
策
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。
ま

た
、
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
他
市
町
の
事
例
も
見

な
が
ら
、
民
間
企
業
と
連
携
し
た
施
策
も
検
討
し
て
い
く
。
組

織
編
成
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
人
口
減
少
対
策
と
企
業
誘
致
は
表
裏
一
体
の
関
係
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

今
後
設
備
投
資
を
し
、
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
取
り
組
み
を

行
う
企
業
が
多
数
あ
る
が
、
人
手
を
確
保
で
き
る
か
が
立
地
に

対
し
て
一
番
の
課
題
で
あ
る
。
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
、
子
育

て
支
援
事
業
な
ど
の
政
策
の
ほ
か
、
ご
家
族
や
友
達
か
ら
地
元

を
勧
め
て
も
ら
う
な
ど
、
移
住
促
進
、
流
出
抑
制
を
し
、
企
業

の
人
手
確
保
も
補
い
た
い
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
企
業
に
若
者
が

集
ま
る
こ
と
か
ら
、
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
な
企
業
を
誘
致
す
る

視
点
も
必
要
で
あ
る
。

問　
免
許
返
納
後
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

公
共
交
通
利
用
促
進
の
た
め
、
免
許
返
納
者
へ
路
線
バ
ス
の

ほ
か
、
住
民
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
、
地
区
市
民
バ
ス
の

割
引
助
成
券
を
発
行
し
て
い
る
。
案
内
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
町
内

会
や
行
政
区
の
会
議
等
の
機
会
も
活
用
し
て
周
知
に
努
め
た

い
。

障
害
を
持
っ
た
方
々
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

問　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
復
興
マ
ラ
ソ
ン
に
障
害
者
部
門
な
ど
募

集
の
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
、
健
常
者
の
方
と
同
じ
よ
う
に
活

躍
す
る
場
を
作
る
こ
と
が
石
巻
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の

理
念
に
則
す
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
参
加
で
き
る
環
境
を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
実
行

委
員
会
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
連
携
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
大
会
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行

に
つ
い
て

問　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
が
65
歳
に
な
る
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
、
介
護
認
定
を
受
け
る
が
、
移
行

に
伴
い
福
祉
施
設
に
留
ま
る
事
は
で
き
ず
、
受
け
皿
も
は
っ
き

り
し
な
い
。
な
お
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
が
０
円
か
ら
３
割
の

負
担
が
発
生
、
サ
ー
ビ
ス
も
支
援
の
形
態
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

支
援
も
減
少
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

介
護
施
設
が
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
障

害
福
祉
の
経
験
を
持
つ
職
員
の
配
置
、
職
員
の
育
成
、
高
齢
者

施
設
な
ど
既
存
の
地
域
資
源
を
最
大
活
用
で
き
る
方
策
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

障
害
者
（
児
）
歯
科
に
つ
い
て

問　
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
５
年
度
は
延
べ
７
１
３
人
、
１
日
平
均
19
・
９
人
、
今

年
度
は
今
年
２
月
末
時
点
で
延
べ
８
４
４
人
、
一
日
平
均
25
・

６
人
と
直
近
３
年
間
で
年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

問　
診
療
日
、
診
療
時
間
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

歯
科
医
師
会
お
よ
び
関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
密
に
、
適
切

な
事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。
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中
心
市
街
地
活
性
化
策
に
つ
い
て

問　
中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
課
題
は
多
い
。
テ
ー

マ
を
絞
っ
て
戦
略
を
打
ち
出
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
れ

が
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
な
の
か
、
空
き
店
舗
の
対
策
な
の
か
、
集

中
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
空
き
地
や

空
き
店
舗
の
解
消
を
含
め
た
「
目
的
地
の
増
加
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
空
き
地
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新

規
出
店
や
居
場
所
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
居
心
地
が
よ
く
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
く
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問　

膵
臓
が
ん
な
ど
の
よ
う
に
初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場

合
、
気
づ
い
た
時
に
は
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
広
島
県
尾
道
市
で
は
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
た
め
に
「
尾
道
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
早
期
発
見
率
が
向
上
し
、
５
年
生
存
率
が

全
国
平
均
の
２
倍
以
上
に
上
が
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
先
進
事

例
を
研
究
し
、
制
度
化
に
向
け
た
検
討
を
早
急
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

地
域
内
で
の
医
療
連
携
に
よ
る
が
ん
検
診
・
フ
ォ
ロ
ー
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
加
え
、
患
者

の
予
後
改
善
に
も
効
果
が
あ
り
、
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
議
員
か
ら
の
提
案
も
踏
ま
え
、
今
後
も
地
元
医
師
会
と
の

連
携
を
密
に
、
検
診
実
施
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

少
子
化
・
高
齢
化
社
会
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
財
政
調
整
基
金
が
令
和
10
年
度
末
に
は
11
億
５
千
万
円
（
目

安
の
半
分
）
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

基
金
確
保
の
た
め
に
は
「
時
に
は
や
め
る
と
い
う
引
き
算
の

視
点
を
持
つ
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　
市
民
生
活
の
根
幹
と
な
る
「
扶
助
費
」
の
見
通
し
は
。

答　

増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
施
設
の
廃
止
な
ど
、
改
革
に

よ
り
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
い
。

問　
「
人
件
費
」
の
見
通
し
は
。

答　

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」
以
上

の
削
減
は
、
既
存
事
業
の
廃
止
や
整
理
と
一
体
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
新
図
書
館
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
。

答　

一
日
で
も
早
く
建
設
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
各
種

計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
建
設
を
目
指
し
た
い
。

問　
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
認
識
は
。

答　

時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、
将
来
を
見
据
え
た
判
断
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　
市
財
政
を
「
市
民
の
家
計
簿
」
と
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　

昨
年
の
市
報
12
月
号
で
決
算
を
家
計
簿
と
な
ぞ
り
掲
載
し
た

が
、
今
後
も
そ
の
充
実
を
検
討
す
る
。

問　
将
来
像
へ
の
最
優
先
事
項
に
つ
い
て
。

答　
「
ふ
る
さ
と
石
巻
」
を
確
か
な
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
は
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
役
割
分
担
を
基
本
に
、
行

政
と
市
民
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
語
り
合
い
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問　
震
災
か
ら
15
年
。
震
災
伝
承
の
た
め
、
語
り
部
の
育
成
が
重

要
。
県
は
来
年
度
「
次
世
代
の
伝
承
育
成
」
を
補
助
対
象
メ
ニ

ュ
ー
に
す
る
。
活
用
す
べ
き
。

答　

震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
伝
え
続
け
「
未
来
の
命
を
守
る
」
こ

と
が
本
市
の
使
命
。
伝
承
団
体
へ
情
報
提
供
と
活
用
を
促
す
。

問　
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
お
り
、
震
災
遺
構
に
小
中

学
校
で
一
回
ず
つ
訪
問
し
、
語
り
部
の
話
を
聞
く
こ
と
が
必
要
。

大
川
小
学
校
の
津
波
高
、
説
明
板
の
設
置
の
要
望
が
あ
る
。

答　

遺
構
訪
問
の
重
要
性
は
学
校
長
も
認
識
し
、
実
施
の
学
校
も

あ
る
。
今
後
、
全
て
の
学
校
に
広
げ
つ
つ
、
効
果
的
な
活
用
の

在
り
方
を
検
討
す
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
遺
構
を
取
り
巻

く
考
え
が
変
化
し
て
い
る
。
関
係
者
と
よ
り
よ
い
形
で
公
開
で

き
る
よ
う
協
議
を
行
う
。

問　
施
政
方
針
で
教
育
旅
行
の
積
極
的
推
進
を
挙
げ
た
。
旅
行
業

者
等
と
意
見
交
換
し
、
体
験
と
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
な
ど
研
究
す

べ
き
。

答　

旅
行
業
者
か
ら
学
び
の
場
の
提
供
だ
け
で
は
プ
ラ
ン
構
築
が

難
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。

問　
遺
構
来
訪
者
の
避
難
は
早
め
の
避
難
が
重
要
。

答　

災
害
発
生
時
初
動
対
応
は
指
定
管
理
者
が
行
う
た
め
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
把
握
し
、
相
互
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
え
る
体
制
を
整
え

る
。

問　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
理
解
促
進
の
た
め
、
地
域
防
災
連
絡
会

で
話
し
合
い
が
必
要
。

答　

会
議
の
場
等
を
活
用
し
、
理
解
に
努
め
た
い
。

ひ
と
り
親
支
援

問　
民
法
が
改
正
さ
れ
、
養
育
費
の
取
り
決
め
に
関
す
る
公
正
証

書
の
作
成
費
用
等
を
支
援
す
る
自
治
体
が
あ
る
。

答　

県
内
自
治
体
の
実
施
状
況
、
効
果
等
を
注
視
し
、
今
後
の
対

応
を
研
究
す
る
。

鈴木　良広
議員

公明会

YouTube

髙橋　憲悦
議員

石巻市民クラブ

YouTube

櫻田　誠子
議員

公明会

YouTube
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一般質問

星　　雅俊
議員

日高見会

YouTube

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年　

本
市
の
防
災
の
取
り
組

み
と
方
向
性
に
つ
い
て

問　
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
の
開
園
か
ら
５
年
を
経
て
初

め
て
計
画
さ
れ
る
、
本
公
園
の
管
理
運
営
計
画
の
内
容
を
伺
う
。

答　

持
続
可
能
で
適
切
な
公
園
管
理
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定

し
、
公
園
の
将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
。

問　
防
災
教
育
旅
行
の「
体
験
的・実
践
的
内
容
」に
つ
い
て
伺
う
。

答　

防
災
グ
ッ
ズ
作
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
体
験
、

防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
を
考
え
る
企
画
な
ど
を
提
供
し
て
い

る
。

問　
「
語
り
部
」
活
動
の
存
続
に
向
け
て
何
ら
か
の
対
策
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

個
別
的
な
支
援
は
難
し
い
が
、
震
災
遺
構
に
お
け
る
語
り
部

の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、
活
動
の
場
を
提
供
す
る
。

問　
石
巻
市
民
へ
の
防
災
情
報
の
伝
達
方
法
を
伺
う
。

答　

防
災
行
政
無
線
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
令
和
８
年
度
に

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
配
信
す
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
」
を
導
入
予
定
。

問　
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

費
用
対
効
果
、
事
業
の
必
要
性
お
よ
び
有
効
性
の
観
点
か
ら

令
和
７
年
度
で
事
業
を
終
了
す
る
。

「
通
過
さ
れ
る
街
」
か
ら
「
何
度
も
関
わ
り
た
く
な

る
石
巻
」
へ
向
け
て

問　
石
巻
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
「
い
し
の
ま
き
応
縁
サ
ポ
ー
タ
ー
」
や
「
石
巻
エ
リ
ア
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
」の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、こ
れ
か
ら
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
石
巻
フ
ァ
ン
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
仮
称
）
河
南
東
保
育
園
の
民
間
誘
致
事
業
者
の
選

定問　
令
和
６
年
２
月
の
民
間
保
育
所
誘
致
事
業
者
再
公
募
の
「
選

定
委
員
会
」
が
参
考
と
し
た
、
応
募
事
業
者
の
税
理
士
経
営
診

断
結
果
や
保
護
者
等
の
評
価
点
を
伺
う
。

答　

経
営
診
断
結
果
は
回
答
で
き
な
い
。
評
価
点
は
、51
・５
点（
標

準
点
57
点
）
で
あ
る
。

問　
経
営
診
断
結
果
は
、
市
公
文
書
開
示
請
求
で
取
得
済
み
。
５

段
階
評
価
で
最
低
評
価
の
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
民
間
事
業

所
誘
致
事
業
と
同
時
に
進
め
た
、
同
地
区
既
存
子
ど
も
園
設
置

事
業
は
、
国
・
県
補
助
対
象
で
定
員
14
名
増
加
。
令
和
５
年
２

月
策
定
「
市
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
再
編
計
画
」

と
の
整
合
性
や
14
名
増
の
需
要
根
拠
の
県
へ
の
市
意
見
協
議
書

の
内
容
を
伺
う
。
ま
た
、
令
和
６
年
10
月
１
日
に
は
、
民
間
事

業
誘
致
を
中
止
し
、
公
立
化
に
戻
し
た
が
理
由
を
伺
う
。

答　

県
と
の
協
議
書
で
は
、
１
号
認
定
（
幼
稚
園
）
12
名
増
は
、

近
隣
に
幼
稚
園
等
は
な
く
、
保
護
者
利
便
性
を
考
え
特
に
意
見

は
な
し
。
２
名
増
は
、
年
度
途
中
の
待
機
児
童
が
見
込
ま
れ
る

た
め
。
公
立
化
に
戻
し
た
理
由
は
、再
編
計
画（
令
和
５
年
２
月
）

時
と
比
較
し
出
生
数
、
人
口
減
少
の
理
由
と
他
事
業
者
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
、
採
算
困
難
地
域
と
判
断
し
た
た
め
。

大
津
波
避
難
対
策

問　
避
難
対
策
で
公
共
・
民
間
施
設
使
用
で
も
避
難
施
設
が
不
足

す
る
場
合
、
地
区
住
民
の
避
難
施
設
や
駐
車
場
の
増
設
は
誰
が

主
体
と
な
り
、
ど
ん
な
手
法
を
と
る
の
か
伺
う
。

答　

津
波
避
難
緊
急
事
業
計
画
を
策
定
し
、
国
の
財
政
支
援
を
踏

ま
え
本
市
が
整
備
手
法
を
検
討
す
る
。

視
覚
障
害
を
持
つ
方
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

問　
同
行
援
護
を
市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

視
覚
障
害
の
あ
る
方
が
外
出
先
で
直
面
す
る
障
壁
を
取
り
除

く
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
社
会
参
加
を
支
え
る
支
援
で
あ

る
。

問　
石
巻
圏
域
に
お
け
る
同
行
援
護
の
体
制
は
不
十
分
で
は
な
い

か
。

答　

現
状
の
圏
域
１
事
業
所
で
の
体
制
は
十
分
で
は
な
く
、
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
を
進
め
る
の
か
。

答　

利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
要
因
を
探
り
、
関
係
機
関
と
協

議
し
、
早
急
に
体
制
整
備
を
進
め
る
。

Ａ
Ｉ
活
用
を
未
来
戦
略
へ

問　
本
市
は
Ａ
Ｉ
活
用
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
。

答　

生
成
Ａ
Ｉ
は
将
来
的
に
「
行
政
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
不

可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
」
と
考
え
て
い
る
。

問　
Ａ
Ｉ
活
用
は
市
民
に
ど
う
役
立
つ
の
か
。

答　

庁
内
の
業
務
効
率
化
を
通
じ
て
、
市
民
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
で
き
る
「
余
白
」
を
生
み
出
す
技
術
で
あ
る
。

問　

本
市
の
よ
う
に
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
多
い
地
域
で
は
、

大
規
模
な
設
備
投
資
が
難
し
い
中
で
も
、
Ａ
Ｉ
活
用
は
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
る
「
頭
脳
の
設
備
投
資
」
と
し
て
有
効
で
は
な

い
か
。
市
内
事
業
者
に
も
そ
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
げ
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
人
手
不
足
対
応
に
と

ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
や
本
市
の
持
続
可
能
性

に
も
関
わ
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
官
民
連
携
も
含
め
「
石
巻

の
未
来
」
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
す
る
。

宇都宮弘和
議員

石巻颯
はやて

の会

YouTube

谷　　祐輔
議員

石巻颯
はやて

の会

YouTube
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一般質問

「
県
道
２
３
８
号
尾
ノ
崎
～
名
振
間
の
自
動
車
通
行

不
能
区
間
に
対
す
る
市
の
考
え
方
」
に
つ
い
て

問　
「
早
期
実
現
は
難
し
い
」
と
い
う
県
の
回
答
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
事
業
化
に
向
け
た
工
程
表
の
提
示
を

求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　

県
に
対
し
事
業
化
に
向
け
た
工
程
表
を
含
め
、
要
望
し
て
い

く
。

問　
財
源
の
課
題
で
、
何
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

当
該
箇
所
は
急
峻
な
地
形
の
た
め
、
大
規
模
事
業
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
投
資
効
果
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、

優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
市
と
し
て
独
自
に
、
調
査
・
試
算
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

市
独
自
に
調
査
、
試
算
を
実
施
す
る
た
め
に
は
市
の
一
般
財

源
で
賄
う
こ
と
と
な
り
、
財
政
状
況
が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
る
と
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
が
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

問　
国
に
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
が
あ
る
が
、
道
路

整
備
に
活
用
で
き
な
い
の
か
。

答　

県
事
業
に
お
け
る
交
付
金
制
度
、
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
は
、「
宮
城
の
道
づ
く
り
基
本
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た

場
合
に
、
各
種
交
付
金
制
度
や
補
助
制
度
の
活
用
を
検
討
す
る
。

問　
市
長
自
身
が
正
式
な
要
望
書
を
県
に
提
出
す
る
意
思
が
あ
る

の
か
。

答　

沿
線
の
地
区
会
長
を
構
成
員
と
す
る
「
石
巻
市
雄
勝
町
国
県

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
と
連
携
し
て
粘
り
強
く
要
望
し
て

い
く
。

安
心
し
て
誇
れ
る
「
生
業
」
の
構
築
・
活
性
化
（
地

域
循
環
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
考
え
方
、
方
向
性

に
つ
い
て
）

問　
市
民
所
得
流
出
入
等
の
地
域
循
環
経
済
分
析
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
認
識
、
必
要
性
を
持
ち
、
こ
の
間
、
先
進
事
例
等
の
研

究
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

こ
の
分
析
は
、
付
加
価
値
や
所
得
が
生
産
、
分
配
、
支
出
の

各
段
階
で
、
地
域
内
外
循
環
を
可
視
化
し
て
把
握
す
る
た
め
、

将
来
の
産
業
振
興
施
策
検
討
の
有
効
な
手
法
の
一
つ
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
分
析
・
解
釈
に
専
門
的
知
識
や
技

術
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
、
具
体
的
研
究
状
況
を
示
せ
る
段
階

で
は
な
い
が
、
把
握
に
努
め
て
い
る
。

問　
地
域
経
済
循
環
に
つ
い
て
、
復
興
庁
事
例
集
に
『
石
巻
う
ま

い
も
の
株
式
会
社
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
同
社
を
把
握
、

リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
同
様
の
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の

可
能
性
あ
る
他
の
ケ
ー
ス
を
調
査
し
て
い
る
か
。

答　

地
域
経
済
循
環
を
牽
引
す
る
企
業
と
認
識
し
て
い
る
。
ク
ラ

ス
タ
ー
形
成
の
可
能
性
調
査
は
未
実
施
だ
が
、
そ
の
動
向
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
範
囲
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
に
は
、
専
門
的
知
識
や
技
術
が
必
要
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
昨
年
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
で
も
提

言
し
た
よ
う
に
、
経
済
に
明
る
い
専
門
家
等
に
よ
る
分
析
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

地
域
経
済
の
構
造
、
傾
向
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
今

後
の
産
業
政
策
を
検
討
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
専
門
的
知
見

を
有
す
る
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
分
析
の
精
度
を
高
め
る
こ

と
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
。 阿部　浩章

議員
ニュー石巻

YouTube

阿部　久一
議員

ニュー石巻

YouTube

■陳情第１号　視覚障害者の日常生活上の補助用品の入手に係る公的支援に関する要望書
（提出者）　　石巻視覚障害者福祉協会　会長　立身　憲一
　　　　　　特定非営利活動法人　一歩を楽しむ石巻　代表理事　若山　崇
　　　　　　みやぎ盲ろう児・者友の会　会長　小山　賢一
　　　　　　石巻点字勉強会　会長　山本　美智子
　　　　　　公益財団法人　宮城県視覚障害者福祉協会　理事長　宇和野　康弘
（審査結果）２月６日の議会運営委員会で協議し、保健福祉委員会に付託することで決定しました。

このため、３月５日の保健福祉委員会および３月19日の本会議で審査が行われ採択され
たことにより、要望実現に係る措置を求めるため、市長宛てに送付しました。

■陳情第２号　系統用蓄電池設置事業に関する反対陳情書
（提出者）　　石巻市裏沢田行政区　区長　浅野　弘司
（審査結果）２月６日の議会運営委員会で協議し、全議員へ参考回付することで決定しました。

陳　　　　情
審査結果
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提出者：千葉正幸議員
　佐藤雄一議員に対し、その政治的責任を厳格に問い、猛省を促すため、本
会議の決議をもって次のとおり問責する。

　令和８年１月４日、前谷地地区で発生した２名の尊い命が失われた住宅火
災の現場において、消防団員として出動していた佐藤雄一議員は、消火およ
び救助活動が緊迫する規制線内という極めて厳粛な場にありながら、公務と
は無関係な写真撮影を試みた。この行為は、自らの命を顧みず職務に邁進す
る他の消防団員の士気を著しく低下させ、市民感情を激しく逆なでする不謹
慎極まりない行動である。
　その後の調査によれば、同議員の動機は「普段の議員活動や食事の記録の
延長」という極めて軽薄なものであり、他の団員が懸命に消火活動に当たる
中で「手持ち無沙汰であった」から撮影しようとしたなど、職務に対する誠
実さを感じさせないものである。さらに、過去の出動時においても同様の撮
影行為が常態化しており、林野火災の写真をＳＮＳへ投稿するなど、現場の
緊張感や被害者の心情に対する配慮、さらには規制線内における自らの立場
への自覚が決定的に欠落していたことが判明した。
　注意を受けなければ撮影を継続していたと釈明し、自らの行為が政治倫理
条例に抵触するか否かの判断すら「自分では分からない」と議会に委ねるそ
の無責任な態度は、公人としての倫理観を疑わざるを得ず、社会通念上、断
じて容認できるものではない。
　また、本件により消防団長から綱紀粛正の通達が出される事態を招いたこ
とは、地域防災の要である消防団への信頼を著しく毀損させただけでなく、
市議会議員に対する市民の不信感を決定的なものとした。これは、石巻市議
会議員政治倫理条例第４条第１項第１号に規定する「市民全体の奉仕者とし
て、その品位と名誉を害するような一切の行動」に該当するといえよう。
　議員は「市民全体の代表者」であり、いかなる場においても高い倫理基準
に基づいた行動が求められる。本件を看過することは、政治倫理条例の精神
を根底から覆すことに等しく、議会自らがその規律を正す責務がある。
　よって石巻市議会は、佐藤雄一議員の不適切な行動に対し厳重に抗議し、
その政治的責任を明確にするため、ここに本決議を付するものである。

【討論の概要】
反対討論：星雅俊議員
・議長から調査を依頼された広報広聴委員会の場で本人から反省の弁があり、
マスコミにも幾度となく掲載されており、社会的な制裁は十分受けている。
・政治倫理に関する調査は議員本人の権利に関することでもあり、恣意的に
ならないよう慎重に扱うべきである。

　衆議院の解散に伴う２月８日執行の衆議院議
員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査に要
する経費に関する専決補正予算、政府の「『強
い経済』を実現する総合経済対策」に基づき、
物価高騰の影響を受けている市民の生活や事業
者の支援に要する経費に関する補正予算が審議
されました。

その他（承認）
・専決処分の報告並びにその承認を求めることについて
（訴えの提起について）
（和解及び損害賠償額の決定について）
（令和７年度石巻市一般会計補正予算（専決第１号））
予算（原案可決）
・令和７年度石巻市一般会計補正予算（第６号）

起　　立　　採　　決
議席
番号 氏　名 賛否

1 原　田　　　豊 〇
2 勝　又　和　宣 〇
3 木　村　美　輝 〇
4 我　妻　久美子 〇
5 谷　　　祐　輔 〇
6 阿　部　正　春 〇
7 早　川　俊　弘 〇
8 千　葉　正　幸 〇
9 阿　部　浩　章 〇
10 遠　藤　宏　昭 －
11 鈴　木　良　広 〇
12 佐　藤　雄　一 退
13 楯　石　光　弘 ×
14 都　甲　マリ子 〇
15 宇都宮　弘　和 〇
16 山　口　荘一郎 〇
17 髙　橋　憲　悦 〇
18 齋　藤　澄　子 〇
19 奥　山　浩　幸 〇
20 安　倍　太　郎 〇
21 丹　野　　　清 〇
22 阿　部　久　一 〇
23 櫻　田　誠　子 〇
24 渡　辺　拓　朗 〇
25 星　　　雅　俊 ×
26 阿　部　和　芳 〇
27 阿　部　正　敏 〇
28 西　條　正　昭 〇
29 後　藤　兼　位 〇
30 大　森　秀　一 〇

賛　成 26
反　対 2

※〇：賛成　×：反対　退：退席
※遠藤宏昭議長は採決に加わりません。
※佐藤雄一議員は当事者のため退席と
　なり、採決に加わりません。

議会案第１号　12番佐藤雄一議員に対する問責決議

第１回臨時会で可決した議案と審議結果（令和８年１月28日開催）
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　本会議および委員会は、原則として公開しており、どなたでも傍聴できます。
　特に本会議は、皆さんの生活に深く関わる議案を審議し、議会の最終的意思を決定する重要な会議です。
議員の発言や市長の考えを直接見聞きできる貴重な機会ですので、ぜひ傍聴にお越しください。
　会議の日程は、いしのまき市議会だよりやホームページをご確認ください。
●受付場所
　市役所６階　議会事務局
●受付方法
　受付で議会傍聴受付票に氏名および住所の記入をお願いします。
　議会傍聴証の交付後に傍聴席に入場できます。
　※団体での傍聴を希望される場合は、事前に議会事務局までご連絡ください（☎0225−95−5080）。

石巻市議会議員と
石巻を考える女性の会との懇談会

議員研修会　「選挙運動・政治活動　（特に
選挙期間中のＳＮＳの使用上の注意事項）」

議会トピックス

　令和８年１月23日、「石巻を考える女性の会」の
皆さんと「防災の取り組みについて」、「前回のテー
マ（空き家対策・自治会の高齢化）の発展状況につ
いて」「人口減少対策と税収減少について」をテー
マに懇談会を開催しました。
　懇談会は今回で12回目の開催を迎えました。さま
ざまな地域課題について、活発な意見が交わされま
した。

　令和８年１月26日、各自治体で、例規支援、議員・
職員に対する研修等を行っている株式会社廣瀬行政
研究所の太田雅幸弁護士を講師に招き、「選挙運動・
政治活動（特に選挙期間中のＳＮＳの使用上の注意
事項）」をテーマに議員研修会を開催しました。
　政治活動に対する制限や選挙事務所の運営、イン
ターネットを利用した選挙運動について理解を深め
ました。

議会を傍聴してみませんか？

議会の動き令和８年
≪１月≫
14日　日高見会・無会派（齋藤澄子議員）行政視察
　　　（～16日）
20日　産業建設委員会意見交換会
　　　石巻市民クラブ・阿部正春議員行政視察
　　　（～23日）
21日　青森県黒石市議会行政視察来石
　　　岩手県矢巾町議会行政視察来石
23日　石巻を考える女性の会との懇談会
26日　石巻市議会議員研修会
28日　議会運営委員会
　　　第１回臨時会本会議（開会、議案審議、閉会）
　　　岩手県遠野市議会行政視察来石
29日　東京都武蔵村山市議会行政視察来石
≪２月≫
３日　保健福祉委員会懇談会
６日　議会運営委員会、広報広聴委員会
10日　本会議（開会、施政方針演説）、全員協議会
18日　議会運営委員会
20日　本会議（施政方針に対する質疑）

25日　本会議（施政方針に対する質疑）
　　　議会改革推進会議
26日　本会議（条例案等審議）、広報広聴委員会
27日　本会議（当初予算案審議（令和８年度予算））
≪３月≫
２日　�本会議（追加議案審議（令和７年度補正予算等））、

広報広聴委員会
３日　総務企画委員会
４日　環境教育委員会
５日　保健福祉委員会
６日　産業建設委員会
９日　議会運営委員会、広報広聴委員会
11日　東日本大震災追悼式
12日　本会議（一般質問）、総合防災対策特別委員会
　　　地域交通対策特別委員会、少子化対策特別委員会
13日　本会議（一般質問）
17日　本会議（一般質問）
18日　本会議（一般質問）
19日　�本会議（一般質問、委員長報告、追加議案審議、閉
　　　会）、議会運営委員会



20

次回（令和８年６・７月）定例会議（予定）
日 月 火 水 木 金 土

6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6

6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13

6/14 6/15 6/16 6/17 6/18 6/19 6/20
13：00
開会

提案理由説明

10：00
本会議
議案審議

6/21 6/22 6/23 6/24 6/25 6/26 6/27
９：00

総務企画委員会
13：30

環境教育委員会

９：00
保健福祉委員会
13：30

産業建設委員会

10：00
本会議
一般質問

6/28 6/29 6/30 7/1 7/2 7/3 7/4
10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

追加議案審議
閉会

ＤＡＴＡ 市総人口：129,257人【男：62,822人/女：66,435人/世帯数：62,431世帯（令和８年３月末日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所
再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。

　令和８年第１回定例会が２月10日から３月19日までの38日間開会され、齋藤市長から施政方針、令和８年度当初予算案等が提
出されました。
　昨年11月に示された予算編成方針では「財政基盤の強化」と「事業の推進」の両立を基本方針とし、一般財源ベースで前年度
比10%以上削減の要求があり、厳しい財政状況下での歳出抑制と行財政改革に取り組むとのことでした。
　今回上程された令和８年予算書に対し、審議では多くの質疑が交わされ、各事業で予算改善が見受けられたものの、社会保障
経費の増加のほか、これまでにない物価高騰の影響、新給食センター建設事業などの投資的な支出の影響もあり、対前年度比
5.9%、45.1億円増の812.3億円の財政規模となり議決されました。
　また、家計で言う預貯金にあたる本市の財政調整基金は現時点で41.6億円であり、今後３年間で約30.1億円が減少し11.5億円
となる危機的な試算がされており、議員一同、将来に何を残すべきかを見据え、支出抑制への意識を一層高めて責任ある議論に
努めてまいります。
� 広報広聴委員会　委員　原田　豊

編 集 後 記

■第４回定例会ライブ中継の視聴回数　　２,９７４回　（令和８年２月10日～３月19日）
■ＹｏｕＴｕｂｅ録画中継の視聴回数　　５,８１０回　（令和８年１月～３月末）

議会の内容を知る

YouTube　石巻市議会チャンネル 会議録の検索・閲覧

　本会議の様子はインターネット（YouTube）で、
生中継やこれまでの録画配信をご覧になれます。

　本会議や委員会などの会議録は、市ホーム
ページや図書館、議会図書室でご覧になれます。

本会議・常任委員会を動画で配信しています
市議会ホームページから
　『市議会YouTube配信（ライブ中継・録画映像）』
� をぜひご視聴ください

本紙面の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問や委員会審査の映像をご覧いただくことができます。

会議録YouTube

※開会時間・日程は変更となる場合があります。


